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2 回に渡って、「いろいろな乳量」と銘打ち、復習をかねて乳量の考え方を紹介しました。そうしましたとこ
ろ、「基本となる乳量の考え方を、これまでと違った視点で復習できて良かった」といううれしい声が寄せられま
した。そこで、乳量はまだまだ検定成績表に表示されていますので、もう少し乳量の考え方を再整理して紹介する
ことを継続したいと思います。今回は、「検定日乳量階層」を紹介します。これは、本連載では、極めて初期の
「その 7 （LIAJNews121号2010年 3 月）」、「その41（LIAJNews157号2016年 3 月）」に掲載したものを含みますの
で、当団ホームページ（http://liaj.lin.gr.jp/　または「牛群検定成績表」で検索）を併せて参照してください。

1　検定日乳量階層

図 1 に検定日乳量階層の事例を示しま
した。この成績は、分娩後日数順で初産
と 2 産以上に分けて牛群検定データを見
ることが出来るものです。飼養管理上の
弱点を見極めるためには大変便利なもの
です。活用事例を以下に示します。
・矢印①

牛群内で乳量が極端に低い落ちこぼれ
牛を容易に見つけることができます。分
娩後日数を手がかりに、成績表の 2 枚目
検定日個体成績から該当牛を見つけま
す。病気が原因になっていることが多い
ので牛舎で観察することが肝要です。
・矢印②

2 産以上の産褥期（泌乳初期）の飼養
管理に課題があることがわかります。高乳脂率と低蛋
白質率は、飼料の食い込みが悪いことを示していま
す。
・矢印③

牛群全般で体細胞数が高い傾向のある牛群ですが、
特に 2 産以上の泌乳後期において体細胞数の高い牛が
集中しています。搾乳のやり方に課題があることが多
く、清拭や離脱、ミルカーのメンテナンスなどを確認し
てください。牛床を清潔に乾燥させることも必要です。
・矢印④

2 産以上の泌乳ピーク期のBCS（ボディコンディショ

ンスコア）が低く、削痩しています。矢印②のように泌
乳初期で餌の食い込みが悪いことが原因となります。
・矢印⑤

2 産以上の泌乳後期のBCSが高く過肥になっていま
す。泌乳後期の過肥は乾乳期の過肥に直結し、分娩事
故の原因や矢印②の産褥期の飼養管理に影響します。

事例の農家では、総じて 2 産以上の牛の管理に課題
が多いようです。長命連産を達成するために、課題解
決に努めて頂きたいと思います。
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2　泌乳曲線

（1）Wood曲線
いろいろな乳量の本論にはいります。先ず、この成

績表で最も目立つグニャッと曲がった曲線ですが、こ
れは泌乳曲線と呼ばれるものです。畜産学の基礎でも
あり、農業高校の教科書にも紹介されています。泌乳
曲線は今でも世界中で研究されていますが、牛群検定
ではWood曲線と呼ばれるモデル式を採用し、回帰とい
う計算手法で表示しています。詳しい方なら「Wood
曲線にしては、曲線がグニャグニャしている」と感じ
るかも知れません。これは、横軸に相当する成績表で
の区分を22日として、産褥期（泌乳初期）を重視した
帳票としているためです。

Wood曲線の良いところは、その考え方が畜産的であ
るというところです。畜産として重要な最高乳量を求め
るには、数学的には微分方程式を解く必要があります。
ところがWood曲線では、図 2 に示した通り極めて簡便
に計算出来ます。泌乳曲線の分析結果として、牛群検
定では図 3 に示した基本的な 4 項目（MAX、DAY、
MID、LP）を成績表示しています。

（2）泌乳曲線の分析
泌乳曲線の分析は、大きく 2 通りあります。ひとつ

は、牛個体に注目し分娩から乾乳までの乳期としての
泌乳曲線を分析するものです。もうひとつは、牛群に
注目し検定月（季節）ごとの、牛群の泌乳曲線を分析
するものです。前者は、牛個体ごとの改
良などを考案するのに有効で、牛群検定
では図 4 に示した検定情報サマリーに表
示しています。

検定成績表に示してある泌乳曲線は後
者に相当します。春夏秋冬の季節により
変化し、各農家の牛群としての生産性の
特徴を知るのに優れたものです。

例えば、図 5 に良好な泌乳曲線の例を
示しました。高乳量で泌乳持続性が高く
乳量が下がりません。また、斉一性に優
れた牛群は曲線付近に各牛が集中し、図
1 の矢印①のような曲線から離れた牛は
出てきません。また、良好であれば、初
産よりも 2 産以上の方が高乳量となります。図 1 では明
らかに 2 産以上の乳量が低いことがひと目でわかりま
す。このことは、同じく図 1 のなかの標準乳量（前々回
解説）を見てもわかります。 2 産以上の標準乳量が初
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産よりも下がっています。
春夏秋冬の各季節における都府県の全平均は図 6 に

示しました。これによれば、乳量は初産 2 産以上とも
に春季に高乳量となり、夏季に低乳量となります。ま
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た、初産は泌乳持続性が高く、夏季であってもその影
響は 2 産以上よりは低いものです。なお、季節別の泌
乳曲線は当団HPに公開しています。「乳牛最新情報」
で検索して下さい。
http://liaj.lin.gr.jp/japanese/newmilk/

3　MAX、DAY、LP

図 7 にはMAX（最高乳量）、DAY（最高乳量到達
日数）、LP（泌乳持続性）の各例を示しました。MID

は後述しますが、この 3 項目は近年になって注目され
始めたものです。飼養管理方法として、フリーストー
ルを採用される農家が増えています。飼料は、TMR
が主流となり、繋ぎ牛舎であってもTMRの利用は珍
しくありません。昔ながらに 1 頭 1 頭の飼料を手加減
することは難しくなっているわけです。飼料設計の基
本は乳量にありますので、このような状況下では、乳
量がそろった牛群でなければ飼料設計を何にあわせる
か極めて困難です。単純に平均的な牛に合わせて設計
すれば、斉一性のない牛群では高乳量の牛は栄養不
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足、低乳量の牛は栄養過多となってしまいます。そこ
で、泌乳持続性が注目されているわけです。泌乳の初
期も後期も乳量にあまり変化のない牛群としなければ
TMRの飼養環境下では過肥や削痩の温床となり、周産
期病を招くことになります。MAXとDAYも、泌乳持続
性との関係があることがわかっています。分娩後の日
数で、あまりに早く最高乳量となる牛が多い牛群は泌
乳持続性に劣ることがわかっています。図 5 のような
牛群であれば初産と 2 産以上の 2 群管理で飼料設計も
行いやすく、図 7 のような牛群では飼料設計は難しい
ものになり、周産期病を罹患しやすい牛群となります。

       

4　MID

図 7 に示したMID（分娩後160日目乳量）は、前述
した泌乳持続性に大きく関係する乳量です。当然、泌
乳持続性が高い牛群ほど高いものとなります。しか
し、MIDにはもっと別の意味があります。

結論から先に記しますと、MIDは繁殖と関連の高い
値です。繁殖を改善すると、乳量も改善出来るという
話を聞かれたことがある方は多いと思います。MIDは
これを具体化したものです。

（1）MID（分娩後160日目乳量）
牛群検定では、繁殖の目標として、分娩間隔380日を

掲げています。もし、全頭が380日を達成したと仮定し
ます。乾乳日数も全頭60日とすれば、乳期の搾乳日数

は全頭320日となります。更に、全頭が季節に偏らずに
全季節にまんべんなく分娩するとすれば、この理想牛
群の平均搾乳日数は160日（＝（380－60）÷ 2 ）となり
ます。先に判明した泌乳曲線に、この160日を入れて計
算した乳量がMIDとなります。すなわち、MIDとは牛
群が繁殖良好の場合に期待できる乳量です。

（2）平均搾乳日数
図 8 に、平均搾乳日数の事例を示しました。この事

例は図 1 、図 7 と同じ農家の成績になります。平均搾乳
日数は成績表では 2 カ所に表示されていて、最近13カ月
の推移がわかるものと、産次別がわかるものが示されて
います。当該農家の現状の繁殖成績を意味します。

（3）繁殖改善で期待できる乳量
牛群検定では泌乳曲線が計算されMIDが示されてい

るので、図 8 に示したとおり繁殖改善で期待できる乳
量の目安を容易に知ることが出来ます。図 8 では、搾
乳日数の全平均は226日です。これが繁殖改善して160
日となった際には、MID（初産24.9kg、 2 産以上25.8 
kg）までアップすることが期待できるわけです。

具体的には産次別にみます。実は、この事例の農家
は初産と 2 産についての搾乳日数は156日、162日と現
状では良好です。ですので、その平均乳量も初産
25.1kg、 2 産25.9kgとMIDに近いものです。しかし、
3 産以上の搾乳日数が291日と長期化し、乳量が
21.6kgとなっています。もし、繁殖が改善出来ていれ

ば、25.8kg搾れていたはずなので、
105kg（＝（25.8－21.6）×25頭）の乳
量増が期待できたことになります。
言い方を変えれば、繁殖成績が原因
で105kg損失していたことになりま
す。これは、日量なので、月に換算
すれば、3,150kg（＝105kg×30日）
にも相当します。

以上、今回はいろいろな乳量とし
て、検定日乳量階層から泌乳曲線、
MAX、DAY、MID、LPを、その計
算方法も含めて紹介しました。検定
日乳量階層は、牛群を産次別、泌乳
ステージ別に分けて、ダイナミック
に特徴や弱点を把握できる成績で
す。特に大規模経営の場合は有効で
すので、是非ともご活用下さい。

図8
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